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※１：「消防団の組織概要等に関する調査」による 　

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

０７７－５８６－２２６６

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 滋賀県
所在地

〒５２０－２３１５

市町村名 野洲市 滋賀県野洲市辻町４８８番

消防団事務所管 湖南広域消防局東消防署庶務管理係 電話番号（直通） ０７７－５７８－１１１９ FAX

消防団名 野洲市消防団 メールアドレス higashi@konan-kouiki.jp

組
織

分団数 ホームページURL https://www.city.yasu.lg.jp/topics/1619158453333.html

うち機能別分団数
SNSアカウント

Instagram公式アカウント　：　yasucity_ｆire_volunteer

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数 １　野洲市および野洲市消防団の紹介
　本市は滋賀県南部に位置している山川等の自然が豊かな土地であり、８０．１４平方
キロメートルの市面積に５０，６９１人が居住しております。（令和６年４月１日現在推計）
　北陸と瀬戸内の気候が共存する変化に富んだ気候が特徴で、比較的雨が少なく温暖
ではありますが、冬季には降雪もあります。また、市面積の約２割を琵琶湖が占め、市
南部には滋賀県内最長河川である野洲川が流れていることから、これまでに数度の水
害によって多数の被害を受けてきています。
　消防団は１本部、８分団（３方面隊）、団員数１５８名（男性１４２名、女性１６名）［条例
定数１７８名］で組織しており、指令車１台、消防自動車７台、救助資機材搭載車１台、
小型ポンプ積載軽消防車１台、小型動力ポンプ２台、水害用ゴムボート３艇、その他広
報車や各種救助資機材等を保有しております。
　上述のとおり、水害による多数の被害を経験しているために、水害対策に余念が無
く、集中豪雨による水害が懸念される時期に水害対応訓練等も実施しております。
２　消防団基本技能向上訓練について
　消防団単体での消火・救出・救護訓練とは別に、年間３～４回『消防団基本技能向上
訓練』と称した常備消防との合同訓練を実施しております。
（1）水害対応訓練
　消防団が保有する３艇のゴムボートを使用し『静水域から避難困難者を救出するため
の基本的な知識と漕艇技術の習得』を目的とした基本技能向上訓練を実施していま
す。
　　　　令和５年６月２４日（土）実施の訓練の様子です。

（2）震災対応訓練
　　　南海トラフ巨大地震が発生した際には野洲市において震度６クラスの揺れを観測
すると想定されています。建物の倒壊や液状化による地盤沈下などの大きな被害を想
定して震災対応資器材の取扱い技術の向上ならびに地域ぐるみで被害を最小限に抑
えることを目的に実施しています。
　　　　令和５年８月２７日（日）実施の訓練の様子です。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和６年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


